
2018年度慶應義塾学事振興資金による自主講座

震災を見届ける いまするべきこと

大津波の爪あとを見届ける
～宮城県石巻訪問

被災した漁師さんの話を聞き、多数の人命が失われた石巻市内・
大川小学校・女川町などを見学します。

日程: 2018年8月6日(月)～8日(水)
事前打ち合わせ: 8月3日(金) 13:00～14:30 三田キャンパス大学院棟4F 342番教室

対象者: 慶應義塾に所属する高校生・大学生・大学院生・留学生
参加費:¥25,000 (三田からの往復交通費と2泊分宿泊費, 昼食費別)

応募の仕方: 
件名を「宮城訪問希望」としてあなたの「氏名・慶應義塾内の所属・学年」

を明記して、7月29日(日)までに、ishinomaki@flet.keio.ac.jpに
お送りください。

この講座では、これからも「放射能被害を見届ける
～福島県訪問」、映画鑑賞、講演会、シンポジウム
等を予定しています。
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感
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